
「研究者にとって必要な情報」が養分 

Science2.0型研究人材双方向コミュニケーションサービス r e s earchmap

まさに、育ち続ける「研究者の森」。 

「繋がり」が新たな繋がりを生む 

4月からの2ヶ月でユーザ数600人・所属研究機関数142機関 
43分野の研究者が参加しています。 

技術がコミュニケーションのあり方を規定するのではなく、 
コミュニケーションのあり方が技術を選択するICTへ 

ポータル 
●Reseachmap.jpで語られている研究キーワード

を浮き彫りにするタグクラウド 

●研究会・イベント・募集情報を分野を超えて配信 

●アクティブ度の高い研究グループをランキング表示 

●学術認証サーバとの連動 

マイポータル 
●研究者のCV（履歴書）ページを公開 

●CiNiiやKAKEN等から基礎データの自動フィード 

●評価データ・報告書へのエクスポート 

●興味の近い研究者を自動的に抽出し、 

　共同研究者として提案 

●関連研究者リストを自動生成 

共同研究基盤 
●必要なときに、研究者間でグループを作り 

　コラボレーション 

●興味のあるグループに参加して新しい 

　学術コミュニティを形成 

●学会活動・大学HPとの連動 


